














は四、 五〇〇元で、全国平均五、 九一九元より一、 四一九元少なく 水準の約七十六％に相当する。　
一九八〇―二〇一〇年の間の全国の都市
部住民の平均可処分所得は四三九元から一九、 一〇九元に増加し、四三 ・七九倍となった。同じく新疆の都市部住民の可処分所得は四二七元から 三、 五〇〇元まで増加し三一 ・六倍となった。二〇一〇年の新疆都市部住民の年間可処分所得は一三 五〇 元で、全国平均一九、 一〇九元より五、 六 九元全国平均水準の約 ・ 六％相当する。　
改革開放後、新疆のジニ係数に反映された
















天山山脈を境に北新疆の経済地帯は優位にある。第一に、自然的条件は良く 降水率は多く、水資源は比較的に豊富で、利用率も高い。第二に、交通の要衝に位置しインフラは比較的充実しており、早い段階で交通ネットワークと情報伝送ルート なった。第三に都市化レベルは比較的高い。都市の密度は大きく、経済センターを形成し 都市化の効果を享受している。　
一方、南新疆は生態環境が比較的に弱いた














































































































































工作の重点、国家支持の重点、新疆援助工作の重点、貧困扶助の工作の重点で、中央から地方まで注視し、援 しなければならない」と指摘している。南北新疆の経済協力発展を促進することは 新疆社会 安定、調和のとれた新疆を建設する上で大きな意味がある。　
このため第一に、南新疆への資金投入を拡大






上で重要な土台である。全新疆をカバー きる社会のセーフティネットを作ることは、調和がとれた住民社会を作る上で最も基本的な条件である。 社会のセーフティネットは政府社会が弱者層に対して最低の生活保障す 一つの社会ネットワークである。社会保障システム作り上げ、改善し、人 基本的な権利と生活の基本を守り、安心 、安らかに暮らし、 楽しく働く社会環境の整備が重要であ 。　
農村の貧困人口問題を重視して「新農村」
の医療協力・改革実験 引き続き進め 農村の最低限の生活保障 普及 必要である。
４）農民の収入増加
　「和諧社会」を作り上げるための重点は農村であり、最大の難点も農村である。 “三農”の問題を解決することを「和諧社会」建設の重要な任務とし 確実に農民の利益を保護し、都市と農村発展の足並み 揃え、加速する。工業化、都市化と農業産業化を進め、農民を豊かにし、都市化によって農業人口を減らして、産業化に頼って農業の収益を高め、徹底的に都市と農村 二重経済の構造を打ち破って、平等な競争の社会環境を建設し、都市と農村のギャップを縮小させる。このために、都市化を進めるべきで 農村労働力都市への移転によっ で、根本的に農民収入の問題を解決することが重要である。５）調和がとれた雇用構造の創出
　
雇用を拡大することは新疆住民の所得格差
を縮小する根本的な道であ 。現代社会仕事を得ることは生計を立て 必要な手段だけではなく、 人々が社会に参与する重要なルートでもある。経済発展を堅持する 同時に雇用問題を解決することは、 人を中心と 「和諧社会」を作り上げる上で重要な任務である。　
更に経済発展の中で雇用を拡大する経済
モデルを確立する。 らゆ 手を尽くして雇用容量の大きい第三次産業や中 企業 労働集約型産業の発展を加速し、更に多い雇用の場を形成する。また、少数民族の大学卒業者の雇用を重視し，就業困難な人々の雇用問題を解決し、更に農村からの臨時就労者 合法的権益を守って、公平、公正な雇用環境作り上げる。（ジュラエティ ・ セイティ
　
新疆財経大学准教授）
